
宮城県立支援学校女川高等学園
学校案内

あなたの未来を
カ・タ・チにする学びがある

自らの｢生き方｣を
探究する３年間



キャリア教育

社会から
  求められる
  人へ

第１学年 第２学年 第３学年

1 国　語（１）

2 社　会（１）

3 社　会（１） 社　会（１） 数　学（１）

4 数　学（１） 数　学（１） 理　科（１）

5 理　科（１） 理　科（１）

6 外国語（１）

7

8

9

10 職　業（１）

11 職　業（１）

12

13 情　報（１）

14 職　業（１） 情　報（１）

15

16

17 情　報（１）

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 特　活（１．５） 特　活（１．５） 特　活（１．５）

31 道　　徳（１） 道　　徳（１） 道　　徳（１）

32 自立活動（１） 自立活動（１） 自立活動（１）

33 総合的な探究の時間（１） 総合的な探究の時間（１） 総合的な探究の時間（１）

計 33.5 33.5 33.5

国　語（２） 国　語（２）

〔選択〕（２）
音楽／美術／外国語

音　楽（２）

美　術（２）

保　体（３）

家　庭（２）

専門教科（１２）

（全生徒履修）
食品製造
福祉

流通・サービス

専門教科（１５）

（コース選択）
食品製造コース
福祉コース

サービスコース

〔選択〕（２）
音楽／美術／外国語

保健体育（３）

家　庭（２）

専門教科（１６）

（コース選択）
食品製造コース
福祉コース

サービスコース

保健体育（３）

家　庭（２）

１年生 時間割 令和６年度 教育課程

校 時 月 火 水 木 金

S H R (10)

移 動 （５）

１ 校 時 (40) L H R 情／理 音楽

休憩・移動 （10）

２ 校 時 (40) 国語 理／情 道徳

休憩・移動 （10）

３ 校 時 (40) 保体 音／英 家／美

休憩・移動 （10）

４ 校 時 (40) 保体 英／音 家／美

給食・休憩

休憩・移動 （10）

ホームルーム

休憩・移動 （10）

７ 校 時 (40) 数学 社会 自活

清掃 ・ SHR (20)

部 活 動 (75)

給食 ・ 休 憩 (60) 給 食 ・ 休 憩

総合
５ 校 時 (40) 職業美／家

ホームルーム

専門教科 専門教科

ホームルーム

部活動

特別活動

６ 校 時 (40) 保体

専門教科

美／家

専門教科

国語

※帰省日の午後は、時間が変わります。

運動部

文化部
◇太鼓
◇美術

部活動
◇卓球
◇陸上
◇フットサル
◇バドミントン
 ◇バスケットボール

豊かな人間関係を育み、
生涯学習へ１



働ける力を確認する！

実習期間は約３週間です。１年生は、校内実習を組み合わせながら、

学校周辺での実習になります。

年間２回の“現場実習”で
は、働くことを学びます。
知識や技術は後からつい
てくるもの。
大切なことは、どんな場面
でも“意欲”が見えることで
す！

知識 ＜ 技術 ＜ 意欲

２

卒業
年度

人数 福祉業
サービス
関連業

食品
関連業 その他

職場定着率
(R06.4.1現在)

R03 21名 3名 10名 5名 3名 90%

R04 26名 3名 12名 8名 3名 92%

R05 24名 7名 12名 5名 0名 100%

支援の必要度に合わせ
て、就職先の企業、就業
・生活支援センターと連
携をとりながら、電話
による聞き取りや巡回
訪問等を中心に行いま
す。

「自立」 「健康」「協調」

令和元年度卒業
谷天涼さん

ヤマト運輸株式会社
宮城主管支店に勤務

令和４年度卒業
畑山佳斗さん

社会福祉法人田尻福祉会
スキップデイサービス
センターに勤務

令和４年度卒業
白石智也さん

株式会社デザートランド
仙台工場に勤務

私は、コンビニスイーツの製造工場で働
いています。フルタイムの仕事は、体力と
気力の勝負です。女川高等学園の食品製
造コースでは、調理の立ち仕事をします。
最初は疲れますが、次第に足腰が鍛えら
れます。また、寄宿舎では余暇の時間が
あります。私は３０分ランニングを行い、働
くために必要な体力を高めました。部活動
では陸上大会に出場し、1500ｍ走で優勝

することができました。女川高等学園は自
分の可能性を伸ばせる学校だと思います。

私は、デイサービスで利用者様の介護補助
をしています。就職した法人で、２年生の後
期から計３回の実習をしました。現場で働く
方々から、利用者様との関わり方や介助の
技術を分かりやすく教えてもらいました。学校
の自立活動の授業では、現場実習でアドバ
イスをもらった「落ち着いて仕事に取り組むこ
と」を重点的に練習し、課題の改善に向けて
努力することができました。

私は、ヤマト運輸株式会社で荷物の伝票を
発行したり、スキャナーにかける仕事をして
います。一緒に働く人たちと協力しながら、効
率を考えて作業をしています。周りの人と協
力する気持ちは、学園生活で鍛えられました。
専門コースで協力して実習製品を作ったり、
寄宿舎の自治会活動で行事の企画をしたり
しました。その経験が仕事にも生きていると
思います。

卒業生の声



全寮制

自分で
自分を支え
られる人へ

0:00

7:00

8:15

17:00

起床

起床・身支度

朝礼

当番・朝食

学校・部活動

外出・余暇
夕食

 自治活動
ほか

学園生活
 ２４時

登校

下校

22:00

“生活”を自己管理

就床

経験の積み重ねが、“自信”に
つながり、“生きる力”を育みます！

３



学校・寄宿舎は小さな社会集団

経験が人を豊かに大きくする

共同生活を通して相手を理
解する経験を重ねます。そし
て、人に思いを伝え、人の思い
に応えられる社会人の基礎を
身に付けます。
また、自治会活動で「快適で
楽しい暮らし」になる取組や
被災地で学ぶ機会を捉え、「防
災意識」をテーマとした活動
も行っています。

休まずに働けること（健康）、
職場の中に居場所を求める
こと（協調）を在学中から意識
して取り組みます。

働き続ける環境作りを体験します

４

様々な活動を通して地域との関わりを深めます

「書 道」「リボンフラワー」「浴 育」(参加は希望制です)。地域のサポーターの皆様との
触れ合いを通して、色々な活動にチャレンジしています。



食品衛生や製造に関する知識と技術の習得を
目指す。

《主な製造品》 学園カレー ほや塩
ブイボール 冷凍餃子 ほか

『介護職員初任者研修』の修了認定を目指した学
習に加えて、地域交流（地域の方とのペタンクな
ど）にも取り組む。 

流通やサービスに関する基礎的・基本的な知識
と技術の習得を目指す。

専門教科
（３コース）

《主な学習内容》
ビルクリーニング カフェ（接客） ほか

ＩＣＴ教育の推進
○ ｉＰａｄを活用した授業
○ 全教室に電子黒板
○ Classroom等での連絡 寄宿舎生活の余暇時間

に使用することが可能
です。
帰省時は、自宅に持ち
帰って使用することが
できます。

入学時にｉＰａｄを購入。
各教科で活用され、情報
リテラシーに関する学習
も推進します。

*購入費用は、就学奨励費の
  対象となります。

充実した防災教育
○ 生徒が考える防災訓練
○ 地域の災害リスクに

応じた実践的な訓練

毎年、生徒が企画・運営
する「総合防災訓練」は、
全国的にも高い評価を
受け、生徒一人一人の
自信につながっていま
す。

生徒が暮らす女川町
の災害リスクを、生徒
・教職員が共に認識で
きる防災教育を実施
しています。

５

*



寄宿舎での学び
○ 生活習慣の確立
○ 他者とのかかわり
○ 感情のコントロール

日常の繰り返しが生徒
個々の自信になり、確
かな変化に。
帰省のたびに変化を
感じるはずです。

４月
入学式
校外学習
（震災遺構）

６月
生徒総会
現場実習

８月
オープンスクール
（中学生対象）

７月
職場見学
（１、２年生）

９月
総合防災訓練

11月
芸術鑑賞会
学園祭
（校内/一般公開）

10月
現場実習

３月
卒業式
入舎相談
新入生予備登校

１月
入学者選考検査
合格発表

女川の１年 SCHOOL EVENTS

５月
生活訓練学習(舎2年)
学校見学会
（中学生対象）

１２月
生徒会選挙
生活体験学習(舎1年)
修学旅行（２年生）

２月
新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
同期会入会式、祝賀会
３年生を送る会

６

～寄宿舎での宿泊数～

  196日／１年間

 『約５4％』
    （令和6年度1年生の予定）



平成30年度
○第29回全国水産加工品総合品質審査会『ほや塩』

全国水産加工業協同組合連合会長賞

令和元年度
○1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」

特別支援学校・団体部門 奨励賞

令和２年度
 ○1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」グランプリ

令和３年度
○1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」特別賞

 ○第46回宮城県水産加工品品評会『ほやパスタの素』
宮城県水産加工研究団体連合会長賞

令和４年度
○1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」

特別支援学校・団体部門 奨励賞
 
○第4７回宮城県水産加工品品評会『ほや茶漬けの素』

宮城県水産加工研究団体連合会長賞

令和５年度

 ○1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」
特別支援学校・団体の部 優秀賞

○第48回宮城県水産加工品品評会『ほや茶漬けの素』

宮城県知事賞受賞

○東洋水産株式会社（まるちゃん）スマイル“フード”
プロジェクト in 東北２０２３

「えびもちのスープ」奨励賞
No 項 目 金額 支払 備考

１ 教科用図書 等 １３,３０７ 一括 ☆

２ タブレット 等 50,930 一括 ☆

３ 制服 (男子-500円程度) 41,140 一括 ☆

４ 白衣 5,203 一括 ☆

５ 運動着等 23,100 一括 ☆

６ 寄宿舎活動費 2,450 分割

７ 生活訓練学習費 3,000 分割

８ 学年費 16,000 分割

９ 給食・舎食費 187,755 分割 ☆

１０ PTA会費 4,500 分割

１１ 生徒会費 2,500 分割

小計(No.1～ 5 ) 133,680

小計（No.６～10） 216,205 

合 計 ３４9,885

☆就学奨励費の対象となる項目もあります。

【問い合わせ】
宮城県立支援学校

  女川高等学園

ホームページ 随時，更新中！

女川高等学園

0225-50-1088 入試担当

女川高等学園 公認キャラクター「ほやづもっこ」

入学まで

教育相談
申し込み

本校ホームページに案内を掲載

教育相談
【必須】

生徒、保護者、担任の先生と
本校職員との相談

募集要項
請願請求

入学希望者は、募集要項・願書を
本校ホームページからダウンロード

出 願 出願書類一式を本校に提出

選考検査
県内の知的障害特別支援学校高等部
と高等学園が一斉に選考検査を実施

合格発表 本校、昇降口前に掲示

新入生
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

入学に係る事務説明、制服の採寸

予備登校 入学に係る事務手続き、物品購入

初年度納入金(令和6年度実績)

受 賞 歴

７

８月
中旬

10月

11月
中旬

1２月
下旬

１月
中旬

1月
下旬

２月
中旬

３月
中旬
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